
 

 

 

12月 1日はWHO（世界
せ か い

保健
ほ け ん

機関
き か ん

）によって定
さだ

められた「世界エイ

ズデー」、この時期はレッドリボンを目にする機会も多くなりますね。

レッドリボンを身
み

に付
つ

けることは、エイズに関
かん

して偏見
へんけん

を持っていない、

エイズと共
とも

に生
い

きる人々
ひとびと

を差別
さ べ つ

しないというメッセージになります。 

 

  HIVとエイズのちがい 

HIV（エイズのウイルス）は、精液
せいえき

・膣
ちつ

分泌
ぶんぴつ

液
えき

・血液
けつえき

・母乳
ぼにゅう

の中にあります。感染すると体

の「免疫
めんえき

力
りょく

」が徐々
じょじょ

に落
お

ち、健康
けんこう

なら問題
もんだい

ないような病原
びょうげん

菌
きん

による病気を発症
はっしょう

しやすくな

り、その状態
じょうたい

をエイズ（後天性
こうてんせい

免疫
めんえき

不全
ふ ぜ ん

症候群
しょうこうぐん

）と言います。HIVに感染してもすぐにエイズ

を発症するわけではありません。放
ほう

っておけば HIV 感染者の 50％が 10 年、90％が 20 年で発症
はっしょう

す

ると言われています。発症して初
はじ

めて気
き

が付
つ

く人
ひと

が多く、

その間でもずっと感染力
かんせんりょく

があるのが特徴
とくちょう

です。   

性
せい

行為
こ う い

による感染がほとんどです 

日本では性行為での感染が大半
たいはん

をしめるようになり、

若者
わかもの

の割合
わりあい

が急増
きゅうぞう

しています。「特定
とくてい

のパートナーが

いるから私は大丈夫
だいじょうぶ

」と考えていませんか? 

図
ず

を見てください。予防
よ ぼ う

のない性行為によって、誰
だれ

で

もかかる可能性
かのうせい

のある病気です。感染
かんせん

経路
け い ろ

は決
き

まって

います。正しい知識
ち し き

と理解
り か い

、予防を心がけましょう。 性行為以外の日常
にちじょう

生活
せいかつ

では感染しません。 

自分も相手も大切にすること 

 抗体
こうたい

検査
け ん さ

（血液
けつえき

検査
け ん さ

）を受
う

けることから始
はじ

まります。感染しても症 状
しょうじょう

が出ないので、検

査しなければわかりません。保健所
ほけんじょ

で無料
むりょう

・匿名
とくめい

で検査を受けられるので、一人で悩
なや

ま

ず相談
そうだん

や検査を利用
り よ う

しましょう。パートナーと一緒
いっしょ

に検査する人も増
ふ

えてきています。 
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その他、プライベートゾーンやよくある性の悩みについてもお話しがありましたね。大人になる自分。心も体も大切にしていきましょう。 

11月 20日（月） 『性
せい

教育
きょういく

講話
こ う わ

』が開催
かいさい

されました 

「長崎性教育コミュニティアスター」共同代表中山安
なかやまあ

彩美
さ み

先生をお迎えしてお話を

うかがいました。思春期
ししゅんき

真
ま

っ只中
ただなか

のみなさんに、広く、ヒトとの対等
たいとう

な付き合い

方についてのお話をして欲
ほ

しいとお願いし、今回の内容となりました。 

左図のように、参加
さ ん か

した生徒の約８割が「良かった」と感想
かんそう

を寄
よ

せてくれました。感想を一部
い ち ぶ

紹介
しょうかい

します↓。 

●自分の身は自分で守らなければいけないと勉強になりました。 

●性教育にもいろいろな種類があるのですね。改めて性教育がど

れだけ大切かわかりました。 

●依存先を一つだけにしないことの大切さがわかった。 

●今日の話を聞いて悩みが消えた。聞いて良かったです。   ●当たり前のことを再確認できた。 

●断ることが苦手で中々「NO」と言えないが、自分を守るために勇気を出すことが必要だと思った。 

 

 

依存
い ぞ ん

とは、頼
たよ

ること。 

その依存先
いぞんさき

が一つしかないと共倒
ともだお

れしてしまいます。 

本当に信頼
しんらい

できる友人、大人
お と な

という依存先を増
ふ

やすことが、自立
じ り つ

につながります。 

 

 

 

自分と相手には、目には見えない境界
きょうかい

線
せん

があります。 

それを大切にすることがお互
た が

いを大切にすることにつながります。 

 

 

支配
し は い

したり支配されたりする関係ではなく、安心
あんしん

して「NO」が言  

える関係
かんけい

。お互
たが

いを信頼
しんらい

し合い、相手が自由でいることを邪魔
じ ゃ ま

したり

過度
か ど

に干渉
かんしょう

しない、お互いを大切にする関係が対等
たいとう

な関係
かんけい

です。 
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